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研究成果の概要（和文）： 
会話を支援するコンテンツを提供する会話支援知識ベースの構築法を提案した。提案手法
では、会話のコンテキスト（話題）を活用するために、RDF (Resource Description 
Framework)を用いて、話題を表す単語間の意味的なリンクを明示的に表現する。さらに、
会話支援のコンテンツを充実させるために、Web上のデータを取り組む手法や、アクセス
権を考慮しながら、複数の会話支援知識ベース間を連携する手法を提案した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The method for constructing conversation support knowledge base that provides useful 
contents for conversation has been proposed. The proposed method is based on the 
RDF (Resource Description Framework) in order to make use of the context of the 
conversation. In addition, in order to easily expand the conversation support 
knowledge base, the proposed method includes functions of incorporating data on the 
web and linking multiple knowledge bases with consideration given to access control. 
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１．研究開始当初の背景 
会話支援に関連する研究として、コンピュ
ータを人間と普通に会話できる社会的な存
在として位置づけ、人間同士の会話を支援す
る会話エージェントの研究が行われている。
そこでは、人間同士の会話の記録をコンテン
ツとして蓄積し、エージェントが人間の会話
を支援する。一方、認知機能にハンディキャ
ップを持った人々の会話を支援するという
立場からは、語彙ファイルを用いた会話支援
や昔の画像やビデオの提示などが効果をあ

げている。このような応用領域においては、
ハンディキャップを持つ人の認知機能を補
償するという観点から幅広い話題に対応し
たコンテンツを提示することが必要である
が、現状では人手によってデータを蓄積して
いるのが実情である。さらには、会話には自
分の身の回りのことに関することが多く含
まれることから会話支援のコンテンツには
プライベートな内容も含まれるという特徴
もある。そこで、このような会話を支援する
ためのコンテンツを蓄積する会話支援知識
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図３：遠隔会話支援ツール「指差しチャット」

との連携 

ベースの構築手法が求められている。 
 
２．研究の目的 
会話支援のコンテンツを蓄積する会話支
援知識ベースの構築手法を確立することを
目的とする。特に、ネットワークを介した遠
隔地間の会話を取り上げ、会話のコンテキス
ト（話題）という観点を導入することで、会
話支援のコンテンツの獲得と再利用を容易
にすることを目指す。 
 
３．研究の方法 
研究目的を達成するために、次の３つの研
究テーマに分けて取り組んだ。 
(1) 会話のコンテキストを活用した会話支
援知識ベースの構成 
(2) 会話支援知識ベースのコンテンツ獲得 
(3) 複数の会話支援知識ベース間の連携 
また、あわせて、実際に会話支援に適用す

るために遠隔会話支援システムからアクセ
スできるようなインタフェースを実装した。 
 
４．研究成果 
(1) 会話支援知識ベースの構成 
失語症や認知症などの高次脳機能障害の

方々の会話支援への応用を考えると、会話支
援知識ベースには会話の話題に関連する単
語や図などのデータが必要となる。会話支援
知識ベースの初期プロトタイプとして、失語
症者の会話支援に実績のある「楽々自由会
話」の単語帳のデータをもとに単語間の意味
的な関係記述を付加し、セマンティック Web
の技術として提唱されている RDF(Resource 
Description Framework)データベースとして
構成した（図１）。これにより、会話のコン
テキスト（話題）を活用しながら、知識ベー
スを様々な会話支援に活用する基盤を構成
できた。 
例えば、単語間の意味的リンクをたどるこ

とにより、会話のコンテキストに沿って単語
を提示することが容易になる。また、単語間
の意味的な階層構造を活用することにより、

単語に付与された質問文テンプレートから
効率的に質問文を生成できるようになるな
どの効果がある。 
 
(2) 会話支援知識ベースのコンテンツ獲得 
会話支援知識ベースのコンテンツとして
Web 上のリソースは有用である。会話支援知
識ベースが RDFデータベースとして構築され
ていることから、Web リソースを URI 
(Uniform Resource Identifier) として会話
支援知識ベースの中に取り込めるようにし
た。この際に、シソーラス辞書を活用して、
既存の知識ベース内の他の話題とのリンク
をつけることにより効果的に Web上のリソー
スを取り込む手法を提案した（図２）。 
また、あわせてインターネット上の
Wikipedia のデータをもとにして、会話の流
れにそった単語の提示が可能になるように
連想単語リストを生成する手法を提案した。 
 
(3) 会話支援知識ベース間の連携 
失語症や認知症などの高次脳機能障害の
方々の会話支援への応用においては、幅広い
話題に対応することが必要となる。そこで、
それぞれのユーザが自分に関係する話題も
含め会話支援知識ベースに蓄え、それらの知
識ベース間を連携させ、ユーザ間でデータを
共有させることでより広い話題に対応する
ことが望まれる。会話支援知識ベースは RDF
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図１：会話支援知識ベースの構成 
（単語間のリンク付けの例） 



 

 

を活用したデータベースとして構築してい
ることから、異なる知識ベース間でリンクを
張ることにより、知識ベース間の連携を実現
する。会話支援という観点からは追加するデ
ータについて個人的なものとそうでないも
のとが考えられる。そこで、リンクをたどる
際のアクセス制御方式を提案した。さらに、
アクセス制御を段階的に定義できるように
することで試行錯誤的にアクセス権限を指
定できるようにした。 
また、Web 共有の考え方に基づく遠隔会話

支援ツール「指差しチャット」との連携方式
を検討し、異なるアクセス権限のユーザが同
時に会話支援知識ベースを使用できるよう
にした（図３）。これにより、会話支援知識
ベースを実際の会話支援に適用する道筋を
つけた。 
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